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日・ＡＳＥＡＮ外相会議 

議長声明（骨子） 

令和元年８月２日 

 

注：日ＡＳＥＡＮ外相会議は，ＡＳＥＡＮが「対話国」と実施するＡＳＥＡＮ拡大外相会議の一つと

して行われ，議長声明は全対話国分を一括して作成される。総論（パラグラフ１～７）及び日

本関連部分（パラグラフ３３～３７）の主要点は以下のとおり。 

 

総論（各国共通：含む地域・国際情勢） 

●特に，戦略的な信頼の強化，連結性イニシアティブの連結を通じたシームレスなＡＳＥＡＮ

の促進，地域に安定と繁栄をもたらすために持続可能な経済成長及び開発を追求し，誰も取

り残さない，人間中心，かつ人間志向で未来志向のＡＳＥＡＮ共同体の実現を通じた，タイの

ＡＳＥＡＮ議長国優先テーマ「Advancing Partnership for Sustainability」への支持を強調。 

 グリーンエコノミー，スマートで持続可能な都市，海洋ごみに対する取組を含む持続可能な

環境，減災及び災害救援，高齢化社会の問題への対処といった全ての分野の持続可能性を

確保する協力の重要性も強調。この関連で，第３４回ＡＳＥＡＮ首脳会議における「持続可能

なパートナーシップのＡＳＥＡＮ首脳ビジョン」の採択を歓迎。（パラグラフ３） 

 

●ＡＳＥＡＮ＋１，ＡＳＥＡＮ＋３（ＡＰＴ），東アジア首脳会議（ＥＡＳ），ＡＳＥＡＮ地域フォーラム

（ＡＲＦ）及び拡大ＡＳＥＡＮ国防会議（ＡＤＭＭ＋）を含むＡＳＥＡＮ主導のメカニズムに立脚し，

地域枠組みの進展に際してのＡＳＥＡＮ中心性及び一体性の重要性を強調し，自由で開かれ

た，包摂的で，ルールに基づくＡＳＥＡＮ中心の地域枠組みを支持するとのコミットメントを強

調。 

ＡＳＥＡＮ中心性，開放性，透明性，包摂性，ルールに基づく枠組み，良い統治，主権尊重，

内政不干渉，既存の協力の枠組みとの補完性，平等，相互尊重，相互信頼，相互利益，国

際法の尊重の原則に基づくインド太平洋に関するＡＳＥＡＮアウトルックを評価。この観点から，

対話国の閣僚は，地域の平和，自由及び繁栄に資するべく，海洋協力，連結性，持続可能な

開発及び経済協力といった，同アウトルックの主要分野におけるＡＳＥＡＮとの協力を支持し，

着手するよう促された。（パラグラフ５）。 

 

●保護主義及び反グローバリゼーションの潮流を含め，世界貿易が不透明な中，世界貿易

機関（ＷＴＯ）が具体化しているとおり，開放的で，包摂的で，透明で，ルールに基づく多国間

貿易体制を支持するとのコミットメントを再確認。東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）参

加国の閣僚は，今日までの交渉の進捗を歓迎し，全ての参加国に対して，現代的で，包括的

な，質の高い，かつ互恵的なＲＣＥＰを年内に妥結させるために努力を強化するよう促した。Ａ
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ＳＥＡＮ議長国を含むいくつかのＡＳＥＡＮ加盟国による最近のＧ２０大阪サミットへの参加を

評価し，スマートシティ，金融包摂及び環境といった，ＡＳＥＡＮとＧ２０の間の互恵的分野にお

ける相互作用及び協力強化を期待。（パラグラフ６） 

 

●貿易，朝鮮半島情勢，テロ，国境を越える犯罪，サイバー・セキュリティ，不拡散，持続可能

な開発協力，南シナ海における最近の進展を含む，共通の関心及び懸念事項である地域・

国際情勢に関する意見交換を実施。南北首脳会談及び米朝首脳会談によってもたらされた

前向きな進展を再確認するとともに，朝鮮半島の非武装地帯における米朝首脳の最近の面

会を歓迎。朝鮮半島の完全な，検証可能な，かつ，不可逆的な非核化，全ての国連加盟国

による関連する国連安保理における義務の履行及び朝鮮半島における恒久的な平和と安定

の確立，を達成するための国際的な取組の重要性を強調。当事者間の平和的対話に向けた

雰囲気の醸成促進に資する，ＡＲＦ等のＡＳＥＡＮ主導のプラットフォームの重要性を強調。国

連安保理決議第２３９６号の履行を含むテロ対策，サイバー・セキュリティ，及び持続可能な

開発協力の継続を決定。国連海洋法条約（ＵＮＣＬＯＳ）等の国際法の遵守等を通じて，地域

におけるルールに基づく秩序を推進することの重要性を議論。南シナ海における平和，安全

保障，安定，安全並びに航行及び上空飛行の自由を維持・促進することの重要性を再確認し，

南シナ海行動宣言（ＤＯＣ）の完全かつ実効的な履行の重要性を強調し，実効的かつ実質的

な南シナ海行動規範（ＣＯＣ）の交渉における進展に勇気づけられた。相互の信用及び信頼

を高め，活動の実施に当たっては自制し，状況を更に複雑化させ得る行動を回避し，ＵＮＣＬ

ＯＳを含む国際法に従って紛争の平和的解決を追求することの必要性を再確認。非軍事化

及びクレイマント国やその他の国による全ての活動における自制の重要性も強調。（パラグラ

フ７） 

 

日本 

●日本のＡＳＥＡＮ統合努力に対する継続的コミットメントを歓迎し，日ＡＳＥＡＮ戦略的パート

ナーシップを一層強化し，２０１３年の日ＡＳＥＡＮ友好協力ビジョンステートメントの改訂版実

施計画及び日ＡＳＥＡＮ友好協力４５周年を記念した第２１回日ＡＳＥＡＮ首脳会議共同声明の

効果的な履行を通じた協力強化のためのコミットメントを再確認。日ＡＳＥＡＮ統合基金（ＪＡＩＦ）

の下でのＪＡＩＦ２．０に対する２０１９年３月の１０億円の追加拠出を通じたＡＳＥＡＮ統合イニシ

アティブ（ＩＡＩ）Ⅲの実施，並びに，第１０回日メコン首脳会議における「東京戦略２０１８」の採

択を含む，日本のＡＳＥＡＮの発展に対する継続的な支援及び貢献を評価するとともに，更な

る強化への期待を表明。２０１９年５月１３日，東京における日ＡＳＥＡＮ技術協力協定の署名

を歓迎し，ＡＳＥＡＮ共同体の統合努力を一層支援する同協定の早期実施を期待。さらに，Ａ

ＳＥＡＮ議長国の優先テーマである「Advancing Partnership for Sustainability」及びＡＳＥＡＮセ

ンターに対する日本の支援に謝意を表明。（パラグラフ３４） 
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●双方は，新たなテロ及び国境を越える犯罪と闘う協力のための日ＡＳＥＡＮ共同宣言（ＳＯ

ＭＴＣ）のテロ及び国境を越える犯罪撲滅のための日本による作業計画（２０１８－２０２２）の

効果的な実施の確保，及び２０１８年にタイに設立された日ＡＳＥＡＮサイバー・セキュリティ能

力構築センターを通じたものを含む，サイバー・セキュリティに関する協力強化の必要性を強

調。（パラグラフ３５） 

 

●日ＡＳＥＡＮ１０か年戦略的経済協力ロードマップ（２０１６－２０２５），日ＡＳＥＡＮ包括的経

済連携（ＡＪＣＥＰ）協定及び既存の経済連携協定の履行を通じて，貿易・投資関係を一層深

化・拡大させることに同意。双方は，サービスの貿易章，自然人の移動章及び投資章を組み

込むＡＪＣＥＰ協定第一改正議定書の早期発効に期待。ＩＡＩ作業計画Ⅲ，ＭＰＡＣ２０２５及び

国際的スタンダードにのっとった質の高いインフラ開発の重要性を強調。第２２回日ＡＳＥＡＮ

首脳会議において，日ＡＳＥＡＮ交通連携等のイニシアティブを通じ，当該分野の日ＡＳＥＡＮ

協力を一層強化するための連結性に関する共同声明の採択を期待。地域の連結性のため

に日本とＡＳＥＡＮ各国とが二国間で締結している協定の内容を超える，より自由で，互恵的

な日ＡＳＥＡＮ航空協定交渉が成功裡に妥結されることを期待。朝鮮半島情勢に関する議論

の文脈で，複数の閣僚は，拉致問題の解決を含む，国際社会が有する人道上の懸念に対処

することの重要性を強調。（パラグラフ３６） 

 

●保健，環境，海洋プラスチックごみ，質の高いインフラ，運輸，スマートシティ，気候変動及

び減災の分野において，協力強化を継続することに同意。ＡＳＥＡＮは，日本のＡＳＥＡＮ防災

人道支援調整（ＡＨＡ）センターの活動に対する継続的な支援に謝意を表明。アジア健康構想

（ＡＨＷＩＮ）の下での対象分野を拡大するための日本の提案及び実施を歓迎。ＪＥＮＥＳＹＳ，

文化のＷＡプロジェクト，Sport for Tomorrow，東南アジア青年の船（ＳＳＥＡＹＰ）を含む様々

な事業を通じて，特に，ＡＳＥＡＮ及び東アジアの青年及び知識人との間の人的交流及びスポ

ーツ・文化交流に対する日本の継続的な支援にも謝意を表明。２０２０年東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会及びその先に向け，スポーツ・文化分野の協力事業及び行事を更に促

進することに同意。２０１９年１０月，横浜で開催予定の日ＡＳＥＡＮスマートシティ・ネットワー

ク・ハイレベル会合に期待。貿易，投資，観光，人的交流，及び日ＡＳＥＡＮ対話関係全体の

強化を促進するための日本アセアンセンターの貢献を評価。さらに，日ＡＳＥＡＮ間の人々の

理解を促進する上で，国際交流基金アジアセンターの果たした役割を高く歓迎し，同センター

による継続的な貢献に対する強い期待を表明。２０１９年６月及び７月にハノイで開催された

ASEAN-Japan Day 行事の成功裡の開催を歓迎。（パラグラフ３７） 

（了） 


